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BBS-2はmiceを用いたburnand smoke inhalation injury induced acute lung injuryを

改善する
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[目的]火災時などにみられる煙吸入を

伴った重症熱傷に伴う急性肺傷害

(burn and smoke inhalation-induced acut 

e lung injury)では積極的な輸液療法、

抗生剤療法、外科療法や人工呼吸療法

にもかかわらずその死亡率は高率である。

この病態にはnitricoxide (NO)が関与す

ることが報告されている。今回、 m1ceを

用いた

burn and smoke inhalation-induced acute 

lung injuryモデルでの

selective iNOS dimerization inhibitorで

ある BBS・2の効果を検討した。

[方法]

気管挿管を施行後、イソフノレランを用い

た自発呼吸下でC57BL/6miceにブンセ

ンバーナーを用い剃毛した背部に

TBSA40%の3度熱傷を作成後、綿を燃

焼させた煙を30秒間 2回吸入させ

burn and smoke inhalation-induced acute 

lung injuryモデ.ルを作成した。輸液は傷

害作成直後に生理食塩水を 100ml/kg、

以降 50ml/kg/day腹腔内投与(ip)した。

BBS-2は傷害作成 1時間後 10mglkg 

(ip)、以後 12時間ごとに同量を投与した。

またこのモデ、ルで、のiNOSの役割を明確

にするためにiNOSknockout miceでも

同様のモデ、/レを作成した。これらについ

て、傷害作成 5日間のmortalityrate、

lung edemaの評価を

lung wet/dry weight ratio、肺での好中球

の集積を lungMPO activity、NO産生を

plasma NOx、さらにlungNOS activityお

よびRT-PCRを用いたlungiNOS mRNA 

の発現を測定した。

[結果]

Burn and smoke inhalation 5日f麦の

mortality rateは20%で、あったのに対し、

BBS・2および iNOSknockout miceでは、

70%と有意に改善した。他のparameterも

burn and smoke inhalationに伴う上昇を、

BBS・2およびiNOSknockout miceでは

有意に改善した。

【結語]

BBS・2はrruceを用いた

burn and smoke inhalation-induced acute 

lung injuryをiNOSを介したNOを軽減

することで改善すると考えられる。




